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今
年
は
2025
年
䣍
い
よ
い
よ
世
界
は
激
変

の
時
代
に
入
り
ま
し
た
䣎
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
掲
げ
る
ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
が
も
た

ら
す
混
迷
は
䣓
関
税
䣔
と
い
う
言
葉
で
連
日

ニ
䣻
䤀
ス
を
賑
わ
せ
て
い
ま
す
䣎
狩
猟
民

族
の
根
底
は
䣓
能
力
の
み
を
基
準
と
し
た

社
会
を
つ
く
る
䣔
と
い
う
理
念
で
す
䣎
国
の

公
共
事
業
に
お
け
る
䣓
費
用
対
効
果
䣔
と
い

う
効
率
性
重
視
の
概
念
も
同
様
で
す
䣎
貿

易
政
策
・
外
交
・
国
内
問
題
と
い
䣬
た
あ
ら

ゆ
る
面
で
暮
ら
し
を
取
り
巻
く
環
境
が
激

変
す
る
中
䣍
今
年
は
い
䣬
た
い
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
と
誰
も
が
将
来
へ
の
不
安
を
感

じ
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
䣯
う
か
䣎 

第
２
期
島
根
創
生
計
画
の
キ
䤀
フ
レ
䤀

ズ
は
䣓
誰
も
が
䣍
誰
か
の
䣍
た
か
ら
も
の
䣔

で
す
䣎
お
互
い
を
認
め
合
い
䣍
助
け
合
う
優

し
い
気
持
ち
を
䣍
私
た
ち
の
施
設
で
も
大

事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
䣎
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
み
䣍
確
か
に
私
た
ち
は
格
差

が
拡
大
す
る
時
代
に
生
き
て
い
ま
す
䣎
し

か
し
常
に
求
め
て
行
き
た
い
の
は
䣍䣓
幸
せ

䣬
て
な
ん
だ
ろ
う
䣔
と
い
う
数
値
に
置
き

換
え
ら
れ
な
い
も
の
・
目
に
見
え
な
い
も

の
へ
の
想
い
で
す
䣎
私
た
ち
は
何
か
の
ご

縁
が
あ
䣬
て
こ
こ
に
同
じ
時
間
と
場
所
を

共
有
し
て
い
ま
す
䣎
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず

に
䣍
利
用
者
の
皆
さ
ま
も
職
員
の
皆
さ
ん

も
䣍
そ
し
て
保
護
者
の
方
々
も
共
に
今
を

生
き
る
仲
間
と
し
て
暮
ら
し
て
い
き
た
い

と
願
䣬
て
い
ま
す
䣎 

    

ご 

挨 
拶 

 

と
は
言
え
䣍
構
造
改
革
に
よ
り
䣓
運
営

か
ら
経
営
へ
䣔
が
叫
ば
れ
て
か
ら
四
半
世

紀
䣍
措
置
制
度
が
廃
止
さ
れ
契
約
制
度
に

よ
る
福
祉
の
営
利
事
業
化
が
進
む
中
で

の
効
率
化
を
重
視
し
た
社
会
保
障
費
圧

縮
へ
の
圧
力
は
䣍
䣓
社
会
福
祉
法
人
の
事

業
展
開
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
䣔
の
見
直

し
に
ま
で
及
び
ま
し
た
䣎
職
員
不
足
の
み

な
ら
ず
䣍
昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
䤀
・
資
材
の

物
価
高
騰
や
賃
金
上
昇
な
ど
経
営
を
取

り
巻
く
環
境
は
䣍
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
䣎 

将
来
に
わ
た
䣬
て
福
祉
サ
䤀
ビ
ス
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
䣍
こ
れ
ま
で
以

上
に
䣓
住
民
参
加
䣔
や
䣓
地
域
貢
献
䣔䣍
そ

し
て
福
祉
外
収
益
事
業
へ
の
積
極
的
な

展
開
が
必
要
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
䣎
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
䣍
一
緒
に
が
ん

ば
䣬
て
ま
い
り
ま
し
䣯
う
䣎 

 

 

理
事
長 

吉
田 

雅
紀 

 

 

昨年 12 月に、仁万の里や障害福祉について多くの人に知ってもらい、 
将来的な人材確保につなげたいという思いから魅力発信担当として活動 
を開始しました。 
現在はインスタグラムなどＳＮＳを利用し施設の日常を中心に発信を 

しており、他にも隠岐病院と連携し研修医・医学生・看護学生など実習 
の受け入れ、障害福祉について知ってもらうきっかけづくりをしています。 
また、仁万の里のパンフレットを新たに作成しました。 
障害福祉について知らない人でもわかるように、色々な方にご意見を 

いただき参考にしながら編集を重ね完成しました。このパンフレットも 
活用しながら、仁万の里についてどんどん PR していきたいと思います 
ので、よろしくお願いします。 

 

 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

野菜苗生産販売開始から長きにわたりご愛顧いただき誠にありがとうございました。 

さて、この度諸般の事情により、夏野菜苗(令和 7 年 4 月中旬頃から販売予定)を最後に、野菜苗の生産販売を終了することに致しました。 

これまでご購入頂いた皆さまに心から感謝申し上げます。本当に有難うございました。生産終了に伴いご不便等おかけいたしますが、何卒ご

理解賜りますようお願い申し上げます。 

尚、4 月中旬より約１月の期間、夏野菜を小売店で販売を行いますので、よろしくお願いいたします。 

【販 売 先】 ショップゆめ・あんき市・Y ショップ(都万) 

花苗・鉢花の販売は今後も続けてまいりますので、皆様の変わらぬご愛顧をお願い申し上げます。 

                                                    仁万の里 あおぞら班  
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渡辺 厚子（児童部） 
野津 恵子（医療） 
飯野 久美子（生活支援） 
佐竹 久美（生活支援） 
村上 はつえ（GH 世話人）  
門脇 喜久子（GH 世話人） 
齋賀 幸三（GH 世話人） 

 

 
橋本 久美子（みんなの作業所へ） 
森 一成  （みんなの作業所より）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                   
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
  

味蕎家グループとの交流会 
２月２２日（土）の活動日に、加工班の製造で普段からお世話になって

いる味蕎家グループの方と就労Ｂの利用者さん、総勢42名で都万公民館

をお借りして蕎麦打ち体験を行いました。 

 蕎麦をこねるところから皆さんが積極的に参加して教わっており、教

えて頂いた通りに上手にこねる事が出来ていました。その日の昼食は苦

労して作った蕎麦と女性利用者さんを中心に作った 5 種類の天ぷらと漬

物、いなり寿司でした。 

 出来立ての蕎麦と揚げたての天ぷらはとても美味く、豪華な昼食とな

りました。利用者の皆さんは沢山おかわりをし、お腹いっぱいになるまで

食べていました。皆さんの嬉しそうな表情を沢山見る事が出来たので良

かったです。 

 都万公民館は休日にも関わらず快く部屋を貸して頂き、また味蕎家グ

ループの方には天ぷら用の野菜や漬物等を沢山頂きました。地域の皆様

のお蔭で楽しく蕎麦打ち体験を行う事が出来て、貴重な経験となりまし

た。本当にありがとうございました。 

                           村田 文代 

 

編 

集 

後 

記 

暖
か
い
日
が
続
き
桜
も
ぽ
つ
ぽ
つ
と

咲
き
始
め
た
こ
ろ
䣍
新
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た
䣎 

春
と
い
え
ば
お
別
れ
の
季
節
で
も
あ

り
ま
す
が
新
た
な
ス
タ
䤀
ト
の
季
節
で

も
あ
り
ま
す
䣎
今
年
も
何
度
か
見
送
り

に
行
き
䣍
自
分
も
こ
う
や
䣬
て
見
送
ら

れ
た
な
䣍
と
何
年
も
前
の
事
を
し
み
じ

み
と
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
䣎 

は
じ
め
は
不
安
で
仕
方
な
䣬
た
新
生

活
䣎
何
も
な
い
部
屋
に
ポ
ツ
ン
と
一

人
䣎
寂
し
く
て
ホ
䤀
ム
シ
䣹
ク
に
な
る

日
々
䣎
し
か
し
時
が
過
ぎ
て
い
く
に
つ

れ
て
新
し
い
場
所
で
新
し
い
出
会
い
䣎

新
し
く
で
き
た
友
達
と
続
々
と
増
え
て

い
く
部
屋
の
荷
物
䣎
こ
う
し
て
新
生
活

も
ス
タ
䤀
ト
し
䣍
思
い
返
せ
ば
楽
し
い

思
い
出
が
出
来
ま
し
た
䣎 

今
で
は
見
送
る
側
に
な
り
䣍
毎
回
切

な
く
悲
し
い
お
別
れ
に
な
り
ま
す
が
䣍

䣓
始
め
は
不
安
だ
と
思
う
け
ど
䣍
絶
対

に
楽
し
い
こ
と
が
ま
䣬
て
い
る
よ
䣔
と

見
送
り
ま
す
䣎 

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
形
で
新
生
活

が
始
ま
る
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
䣎
一

緒
に
楽
し
い
明
る
い
未
来
を
見
据
え
て

頑
張
䣬
て
い
き
ま
し
䣯
う
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防 犯 訓 練 
１月９日（木）に隠岐の島警察・都万駐在所の方々にご協力をしていただ

き、防犯訓練を行いました。男子棟に不審者が侵入したという設定で、その際

の対応・避難を行う訓練内容でした。 
過去の訓練とは違い１度訓練を実施した後に隠岐の島警察の方に感想・説

明・さすまたの講習をしていただき、再度同じ内容の訓練を行いました。2 度

目の訓練では 1 度目の反省点を生かして取り組む事が出来ていました。 
訓練の中でまずは利用者の方々、そして職員の安全確保がとても大切な事を

実感しました。また不審者を無理に捕まえようとする事は危険だという事がわ

かりました。今回の訓練は日中の時間帯に不審者が侵入したという設定で行っ

た事もあり、対応する職員も多くスムーズに対応・避難は出来たように思いま

す。今後は夜間など対応する職員が少ない時間帯を想定した訓練も行うなど幅

広く訓練を行っていきたいと思います。 
実際には起きてほしくはないですが、万が一起きてしまった際に安全に、迅

速に対応出来るよう訓練を重ねていきたいです。今後も利用者の方々、職員が

毎日安全にすごせる施設にしていきたいと思います。        
石川 司 

                                        

節 分 行 事 
２月３日（月）に生活介護全体活動で節分を行いました。 
今年の鬼は昨年よりも衣装がパワーアップ！迫力満点の鬼が仁万の里にやって

きました。各ユニットを鬼が回り、利用者の皆さんが豆を撒いて鬼をやっつけま

した。 
利用者の方の笑顔が見られ楽しい節分となりました。今後も利用者の方が楽し

んでもらえるような活動を計画して行きたいと思います。 
池田 祐介 

青年学級交流会 
３月８日（土）に青年学級があり、就労Ｂとひだまり班の利用者

の方々が参加しました。久しぶりの青年学級交流会だったので、み

んな楽しみにしていたようです。 

どの活動がしたいか事前に希望を取り、当日は映画鑑賞・創作活

動・調理活動・ドライブにそれぞれ分かれました。 

調理活動ではアップルパイとミニクロワッサンを手作り、映画鑑

賞はディズニー映画をまったりと鑑賞、ドライブでは隠岐にある妖

怪の銅像巡りを行い記念に写真撮影、創作活動ではキーホルダー・

タンブラー・カバン・うちわ作りを行いました。普段はなかなか出

来ない活動なのでとても楽しそうに活動をしておられました。 

その後、昼食を食べてから仁万の里・作業所の利用者の方々が混

合のチームを作り、チーム対抗のクイズ大会を行い、大いに盛り上

がりました。今後も利用者の方々が楽しめる活動の場が増えると良

いなと思いました。            

池田 雅人 

 

 

サービス向上委員会報告 

苦情を受付した事案はございませんでした。 

令和 7 年度 苦情解決委員 

 ・第三者委員   室山 美恵子 
          常平 広志 
 ・苦情解決責任者 安井 敏  （施設長） 
 ・苦情解決担当者 赤沼 百合子（生活支援課長） 

 濱口 広樹 （通所支援課長） 
 ・苦情受付担当者 各事業係長 

６月２８日（土）保護者会総会 
８月 ９日（土）盆おどり 
  １３日（火）盆帰省 ～１６日 
１０月５日（日）里まつり 
１２月６日（土）みんなでつくる発表会 
  ２９日（日）正月帰省 ～３日 

 

退 職※３月３１日付 

異 動 

✿ ✿


